






物理＿出題意図

「物理基礎」と 「物理」から、それぞれ50％ずつの出題とし、 マー クシ ー ト方式によって、 

学力を評価します。 「物理基礎」については、 大問 2 問のうち 1 問は小問集合の 1 問 1 答形 

式で「基礎」の全分野（力学、 熱、 波、 電気、 エネルギ ーの利用）から出題し、 基本事項の 

理解度をみます。 また、 もう1問では力学分野「運動とエネルギー」について、 基礎から標

準までの内容を出題することにより、 物理法則の理解とそれを逝用して解答していく力を

みます。 「物理」については、 大問2間によって、 主に、 力学、 波動、 電磁気の分野からの 

出題とします。力学では2物体の術突、剛体のつり合い、連動量と力積、円運動、万有引力、 

単振動などを題材にし、 波動では正弦波、波の干渉、屈折と反射、 ドップラ ー効果、 レンズ

など、 電磁気では電場と電位、 電気回路、 電流と磁場、 電磁誘導などを題材に、教科書に掲

載されている範囲で、物理の概念や法則の理解、論理的な思考力、 正確な計算力をみます。



国語_出題意図 

 

 「国語」の入試問題は、語の知識やそれを適切に活用する力、思考力や表現力を総合的

に評価することを目的としています。漢字や語の意味、空欄補充、傍線部の把握、筆者の

主張、内容合致問題など、バラエティに富んだ内容を出題します。これらの問題を通し

て、語の意味や知識を単に丸暗記するのみにはとどまらない語彙力、文脈に応じた言葉の

使い方、文章を丁寧に読み進め深く理解する力、論理的な思考力などを多角的に評価しま

す。 

 出題形式は、基本的には共通テストに準じた選択肢形式を採用しています。また、看護

学部では記述形式の問題も含まれています。記述問題では、問題文の内容と自らの経験を

照らし合わせて思考し、自らの意見や考えを整理して表現する設問を出題します。記述問

題では、与えられた情報を分析する力、批判的思考力やより創造的な思考力、論理的な文

章構成力などを評価します。 


